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【要旨】
高等学校においてボランティア学習をカリキュラム化するなど精力的な取り組み

を行っているボランティア先進校の高校生と教師を対象に調査を行い、ボランティ
ア学習の定着化を図るための実践環境について検討した。ボランテイア学習に関わ
る情報収集方法、ボランテイア学習に適した時間・時期、ボランティア学習をする
際に影響を受ける人について分析・考察を行った。その結果、日常性のある学習環
境を整備すること、教師が柔軟な指導観・教育観を持ち、地域社会とのネッ|､ワー
ク形成を促進することが、高校生のボランテイア学習の活性化のためには必要であ
るという示唆を得た。

１.はじめに
青少年の体験活動、特にボランティア学習の教育的効果やその重要性が指摘されるよう

になってから、様々な取り組みが行われるようになった。学習指導要領の改訂（1998年）
や社会教育法の一部改正(2001年)、学校教育法の一部改正(2001年）など、一連の法令
等の改正内容に着目するとその一端をうかがい知ることができる。それを受けての具体的
な動きとして、学校教育における総合的な学習の時間を中心とした特別活動や道徳などの
教育課程内における取り組み、社会教育では、青少年教育施設や公民館等の社会教育施設
が中心となった学習の場・機会の提供などを挙げることができる。あるいは、大学におい
てのボランティアに関する取り組みに関して、ボランティア関連科目の開講に着目した調
査では、全国の大学の約４９％がボランティア関連科目を開講している状況にあるという結
果が報告されている!)。
そうした状況下で、青少年、特に高校生が主導権を握って学校の内外で様々な活動を展

開する事例がみられるようになってきており、その取り組みの分野・領域は地域の活性化
やバリアフリー、国際平和、環境問題等、多岐にわたる凶)。その背景には、小・中学校段
階からの継続的な学習の蓄積や地域社会における学習環境の充実などがあるものと思われ
る。また、近年では高等学校段階でも、大学と同様にボランティア関連科目をカリキュラ
ム化したり、学校内にボランティアセンターを設置するといった動きが散見されるように
なってきており、それも一因として考えられる。
そこで本研究では、ボランティア学習に関して精力的な取り組みを展開している高等学

校に焦点を当て、実際にボランティア学習を行っている高校生やその学習支援者である教
員は、ボランティア学習に関してどのような認識でいるのか、両者の意識・実態の掌握を
試みる。そして、それを踏まえた上で、今後、高校生のボランティア学習をより促進する
ためにはどのような環境整備が必要とされているのか、その在り方について考察する。
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強くあるため、そこからの影響が大きいというものである。二つ目は、家族である。社会
福祉学科の特殊性として捉えることができるかもしれないが、家族に関係者がいて、幼少
の頃からその姿を見て、触れてきていることが大きく影響しているというものである。第
三は、学校における先輩・後輩のつながりである。地域社会の施設との交流が定期的に行
われるようになるに伴い、関わっている生徒が卒業しても、後輩がそれを引き継いで活動
するといった形で後継者育成が為されているという面がある。ｃ校では、地域社会との関
係が大きく影響している。専門的な学習成果の発表の場、専門性を実務的な側面で実践す
る場として、地域社会が位置づいている。その場があることによって、生徒の活動への動
機づけもなされている。Ｄ校も、地域社会との関連の強さが影響を与えている。地域社会
を意識し、そこでの活動を有意義にするために企画書や報告書を出しており、地域社会の
影響を強く受けていることがうかがえる。

第６表教師が考える｢高校生がボランティア学習をする際に影響を受ける人」

この結果から、ボランティア先進校では、学校内ではクラス担任や後輩、同級生の影響
が大きく、学校を離れると地域活動への従事者の影響を強く受ける傾向にあることがわか
る。Ｂ校では、PTA活動の重点目標に「PTAボランティア活動を盛んにする」と掲げて活藪
しており、PTAによるボランティア活動も企画実施され、保護者のボランティア活動の第
一歩になっている。また、地域の社会福祉協議会や関係機関との連携、ネットワークづく
りを積極的に進めている。Ｂ校のみならず、ボランティアセンターを設置している学校は
地域社会との関わりを重視しており、その地域社会でのボランティア学習実践やそれを通
した様々な人々との出会いがこの結果の背景にあるものと思われる。

-１０８-

影響を受ける人 その理由

��

�Í

友人､教師(担任､教科担当)、NPOや団体で活動している人
達の報道､家族等

友人

身近な人の言動は影響力が大きいと考える。

(記述なし）

��

�Í

親､家族､友人､情報(TV,雑誌､パソコン）

友人、ボランティア先の方々

親､家族､教員､友人､知人､ボランティア先の利用者さん･職

員さん

在校生(特に先輩やクラスメートなど）

高校生にとって生活の中で身近なところから､影響を受
けると思います。

はじめは、「友人が行うから一緒に｣という型が多いが、
その後ボランテイアに行ってみて､その活動、またその

先の人々の魅力をかんじ継続されることがあるから。

身近な人からの影響が大きいと思われる

身近でその内容についてきけるから
��

�Í
身近な人物で活動している者。

そのような人が身近にいると､私もやってみようという気
になりやすい‘

��

�Í

受け入れ先の利用者

家庭､地域､学校
人との交流により自分が見えてくるから

人間が他の人の模倣を行うため



4．おわりに
まとめにかえて、次の２つの観点からボランティア学習の実践環境の在り方について考

察する。
(1)学習環境の日常性
ボランティア先進校は、部活動や委員会活動とボランティア学習がリンクしており、日

常的にボランティア学習に取り組むことのできる環境が轄備されている。身近にそうした
環境があることで、継続性のあるボランティア学習が可能となっている。また、イベント
に参加したり体験者に話を閏くといった直接的な方法や相談窓口を活用するといった既存
の施設・機関の活用、関連する情報誌を活用するといった方法で、情報を得る傾向が強か
った。学校内のボランティアセンターを活用することなどが日常的に可能な環境にあるこ
とが、こうした直接対人的な情報収集を行うことに反映されている。ボランテイア学習に
適した時間・時期に関しても、総合的な学習の時間の中で「市民教育」「福祉・ボランティ
ア理解」を学ぶ機会を明確にしたり、選択科目として「サービス・ラーニング」「NPO・NGO
理解と実践」を設定している。ボランテイア学習やその周辺領域に焦点化した学習を展開
する時間が確保されていることは看過できない。こうした実践状況から、日常的にボラン
ティア学習に関わることができる環境を整備・拡充することで、継続性・発展性のあるボ
ランティア学習を展開することが期待できる。
(2)教師に求められる資質・能力
ボランティア学習に関して、教師のボランティア学習体験が必ずしも豊富であるとは限
らない｡現行の学習指導要領で学んできた高校生の方が､総合的な学習の時間や特別活動、
道徳などの中でボランティア学習体験を重ねている場合もある。そうした際に、教師とし
て基礎的な知識・理解を有しておく必要はあるものの、その一方で、「わかること」と「わ
からないこと」、「できること」と「できないこと」をきちんと整理して高校生に伝えるな
ど、高校生と一緒に学んでいこうとする姿勢が求められる。ボランティア先進校の高校生
は、総合的な学習の時間をボランティア学習に適した時間であると認識する傾向が強く、
学校や地域施設・機関などの相談窓口を活用したり、くちコミを含めた直接的な対人コミ
ュニケーションを通して情報収集する傾向にあった。また、地域社会との関わりを重視し
ており、その地域社会でのボランティア学習実践やそれを通した様々な人々との出会いか
ら、学校内ではクラス担任や後輩、同級生の影響が大きく、学校を離れると地域活動従事
者の影響を強く受けていた。
これらのことを勘案すると、教師が高校生と共に学ぶという学びのスタンスで、教師と

高校生で学びを創り上げていくことが望まれる。情報収集の側面に着目すると、学校に寄
せられてくるボランテイア学習情報には限界や偏りがあり、高校生のニーズに十分に適合
するものであるとは限らない。外部からの情報を受信するだけでは不十分で、学校の内外
に対して情報発信することが重要になる。情報を発信することで、活動状況が周知され、
それに見合った情報が集まりやすくなる。ボランティア先進校では学校外の地域社会の諸
資源を学校教育に取り込んでいくことが大きく影響を与えており、地域社会との連携・協
働を図ることのできる環境整備を進め、そこでの情報交換等を通して形成されたネットワ
ークを少しずつ拡大・拡張し、高校生の学習ニーズに合ったボランティア学習情報提供が
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十分にできるように努めることが教師には求められる。
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